

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































21 M P 一 砂 65 一 水中 1～28 空隙率（％） 圧縮強度
22
?














24 C P 砕石 川砂 35～75 フライAツシュ 水中 28．42
有効細孔
ﾊ（CC／9） 圧縮強度






















28 P P 一 一 50 『 水中 記載なし 空隙率（％）
圧縮強度
ﾈげ強度





































? P 砕石 海砂 25～65’シリカフ@ユーム 水中 28 総細孔容積@（cc／9） 圧縮強度













34 P P 一 一 40．50
セメント
@種類 一 4～28 空隙率（ml／g） 圧縮強度







































































































































































































































ペースト 混和材種類 単位水量 cPp cPp cPp
cPp cPp 混和材量 変数 変数 定数
未知数 cPp
未知数





























































































































































































































粗骨材 硬質砂竝ﾓ石 青梅採取 N


































































































































































膨張頁岩系 S 5．0～7．5 68．0
人工超軽量骨材 10～12．55L3多孔質骨材 囲　　　　　　　　　　　　”隔










抗火石系 b 5以下 42．3
細骨材 造粒系
91 03～1，2 75．6
人工超軽量骨材 廃ガラス系 92 12～2575．9
93 2．5～5．0 75．2


























































































































































































膨張頁岩系 L 1．29 9．65 97．7 39．2 50．4※
人工軽
ﾊ骨材 石炭灰系 F 1．34 16．6 95．0 39．9 415※※
抗火石系 B 蓋．32 0．49 175 27．2 38．4
膨張頁岩系 S 0．91 8．41 69．3 49．0 59．7???人工超
y量骨
@材
抗火石系 A 0．83 1．40 130 405，69．8
廃ガラス系 G 056 959 43．7 9L8 73．8
WIC＝45％ RN452．32 4．28 155 24．7 5．6
再生骨
@材 WIC＝55％RNRN552．31 451 145 26．7 6．6
?????
WIC＝65％ RN652．29 5」1 151 265 6．1
膨張頁岩系 1 1．68 1L36 ｝ 一 28．8人工軽
ﾊ骨材 抗火石系 b 1．41 0．66 一 一 42．3





廃ガラス系 92 0．67 6．59 一 一 75．9
93 0．59 9．56 一 一 75．2
再生骨
@材 WIC＝45％RS45 2．29 655 一 一 2．7
????
???
硬質砂岩砕石 N 2．61 1．00 302 12．4 0
???































































































































































































































































































































































































































































































































































































膨張頁岩系 L 6．36 1．29 97．7 39．2 47．7※人工
y量
恪ﾞ
石炭灰系 F 6．53 1．34 95．0 39．9 36．9
抗火石系 B 6．99 1．32 175 27．2 38．4
膨張頁岩系 S 6．48 0．91 69．3 49．0 65．8※※???人工
ｴ軽
ﾊ骨ﾞ 抗火石系 A 6．92 G．83 130 40．5 69．8廃ガラス系 G 6．37 056 43．7 9L8 73．8
W／C＝45％ RN456．72 2．32 155 24．7 5．6?????
再生
恪ﾞ WICニ55％團 RN556．81 2．31 145 26．7 6．6
WIC＝65％ RN656．90 2．29 151 265 6．1
膨張頁岩系
?
2．82 1．68 一 一 28．8人工y量
恪ﾞ 抗火石系 b 5．18 1．41 一 一 42．3
91 3．21 0．70 一 一 75．6
???人工
ｴ軽
ﾊ骨ﾞ 廃ガラス系 92 4．22 0．67 一 一 75．993 5．18 0．59 一 一 75．2
再生








































@ル Mlb 抗火石系一b ゐb＝70：30 15．1～26．6o O O O
Mg 廃ガラス@系（9） 一 g単味で使用 23．0～46．5◎ ◎ ? ◎









泣^ル Mng 廃ガラス系@　’9 n：9＝50：50 12．9～28．8◎
? ?
◎








M1 M19M且b Mg Mn MnlMngMRS
25 300 380 275 ◎※ ◎ ? ◎ ◎ ◎ ◎ ◎?〜 300 316 339 ◎ ◎ ? ◎ ◎
?
◎ ◎
35 280 253 422 ? ◎ ? ◎ ◎
?
◎ ◎
45一 260 183 512 ◎ ◎ ? ◎ ? ◎ ◎ ◎






































































ﾞ率（％） セメント 高炉スラグ 細骨材 粗骨材
25 160 47 142 66 276 3U
30 160 50 169 0 313 313








180 45 104 0 302 369
55 185 50 106 18 337 354


















コンクリート 割裂強度 JISAlll3に準じた純引張強度 別途詳細に示す 10×10×175cm
表5－2－7試験材齢および養生方法
試験項目








STEP2セメントペースト 養生方法 水中，気中 一 一材齢（日） 28 一 一
STEP3モルタル 養生方法 水中，気中 一 一材齢（日） 28 一 ｝





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































膨張頁岩系 L 6．36 1．29 97．7 39．2 50．4人工
y量
恪ﾞ
石炭灰系 F 653 1．34 95．0 39．9 36．9
抗火石系 B 6．99 1．32 175 27．2 38．4
膨張頁岩系 S 6．48 0．91 69．3 49．0 59．7???人工ｴ軽
ﾊ骨ﾞ 抗火石系 A 6．92 0．83 130 405 69．8
廃ガラス系 G 6．37 0．56 43．7 91．8 73．8
W／C＝45％ RN456．72 2．32 155 24．7 5．6
?????
再生
恪ﾞ W／C＝55％RNRN556．81 2．31 145 26．7 6．6




膨張頁岩系 1 2．82 1．68 一 一 28．8
抗火石系 b 5．18 1．41 一 一 42．3
gl 3．21 0．70 一 一 75．6
???人工
ｴ軽
ﾊ骨ﾞ 廃ガラス系 92 4．22 0．67 一 一 75．993 5．18 0．59 一 一 75．2
再生











































































































25 30 35 40 45
絶乾状態 20．0 24．0 28．0 32．0 36．0


































































































































































































1．65 28 45 32．0
1．55 26 40 35．5
1．50 25 37 37．4
L30 22 28 45．0
1．20 21 25 48．5


































人工軽量骨材 膨張頁岩系 L 6．36 1．29 9．65 97．7 39．2 50．4???
膨張頁岩系 S 6．48 0．91 8．41 69．3 49．0 59．7
人工超軽量骨材 抗火石系 A 6．92 0．83 1．40 130 40．5 69．8
廃ガラス系 G 6．37 0．56 9．59 43．7 91．8 73．8
?????
膨張頁岩系 8 2．82 L68 lL36 一 一 28．8人工軽量骨材 抗火石系 b 5．18 1．41 0．66 一 一 42．3???
gl 3．21 0．70 8．70 『 一 75．6
人工超軽量骨材 廃ガラス系 92 4．22 0．67 6．59 一 一 75．9


































































37．4 17．8 10．2 9．40












































































32．0 35 352 27 8．13 0．66
Lε 355 45 315 35 8．45 0．60
37．4 55 241 43 9．40 0．69
45．0 35（32） 352 25 3．60 0．32
Sg 48．5 45（40） 315 31 4．80 0．38



















32．0 35 167 0 301 301
L8 35．5 45 130 0 342 342
37．4 55 106 0 354 354
45．0 32（35）
50 185 167 16 324 308
Sg 485 40（45） 130 17 342 325












































@の種類 検出特性値 試験方法 試験体寸法 実験シリーズ
スランプ JISAIIOIに準じた 一フレッシュ






















































35 167 0 324324
M 膨張頁竚n（L）膨張頁竚n（の 45 130 0 342342
55 106 0 354354
32（35）
50




X系（G）40（45） 130 17 342326
48（55） 106 18 354337
35 45 167 0 356291S‘ 膨張頁竚n（S）
膨張頁






























































































































































































































































































































































































































35 167 0 324324
Lし 膨張頁竚n（L）
膨張頁
竚n（り 45 130 0 342342






X系（G）40（45） 185 董30 17 342326
48（55） 106 18 354337
35 45 167 0 356291
Sし 膨張頁竚n（S）
膨弧頁
竚n⑩ 45 45 130 0 377308皿，皿
32（35）45 167 16 324308Gg 廃ガラX系（G）
廃ガラ































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 35 167 ?? 324324○ 『 『 ◎ 一 一 ◎ 一
2 膨張頁竚n（L）
膨張頁
竚n（の 0 45 130 0 3423420 一 一 ◎ 』 一 ◎ 一
3 55 106 0 354354○ 一 ，一 ◎ 一 一 ◎ 一
4 32（35）
50
167 16 324308○ 一 ｝ ◎ 一 一 ◎ 一
5 膨張頁竚n（S）
廃ガラ
X系（G） 5 40（45） 130 17 342326○ 一 一 ◎ 一 一 ◎ ｝





35 167 0 324324◎ ◎ ◎ 一 ◎ ◎ 一 ◎






35 167 0 324324◎ ◎ ◎ 一 ◎ ◎ 一 ◎
10 45 130 0 342342◎ ◎ ◎ 一 一 一 一 ◎
11 0
185














一 一 一 一 ◎
14 5
　45





35 167 0 356291◎ ◎ ◎ 『 ◎ ◎ 『 ◎
16 45 130 0 377308◎ ◎ ◎ 一 一 ◎







14 332258◎ ◎ ◎ 一 ◎ ◎ 一 ◎
】9 0 45
130
0 377308◎ ◎ ◎ ｝ 『 一 一 ◎


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































? gl 92 93
粗粒率 2．82 3．21 4．22 5．18
密度 1．87 0．74 0．72 0．64
24時間吸水率 ll．4 8．70 6．59 9．56
単位容積質量（kg／1） 1．13 0．46 0．38 036












































塔g 1 gl 92 93
Mg3535 300857 塵 15078 47 21
廃ガラス
@系 9 Mg4545 280622 ■ 18698 58
21











Ml3535 300857641 巳 一 一 21
膨張頁岩




































































































??????????????????????? ??? ???? ????? ? ???? ? ????
































骨材の区分 骨材種類 記号 24時間z水率（％）
　初期60分における吸水特性
i24時間吸水率を100％）とした場合
膨張頁岩系 L 8．80 30～70％
粗骨材 膨張頁岩系
S 8．30 30～70％
廃ガラス系 G 9．57 30～70％
抗火石系 A 1．10 0～70％









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































???????????????? ???? ??㌍?????? ?????????
0
図D－6－3
　　（Le，
　　　　　　　　Ll　WIC＝35％
　　　　　　　　気中養生　内部’、国　　　　　魂
一日一表乾（45）
一●一加水率＝30％（99）
一△一加水率＝50％（103）
一■一加水率＝70％（107）
　　7　　　　14　　　　21　　　　28
　　　　　材齢（日）
モルタル部の全空隙量の経時変化
WIC＝35％，気中養生　内部）
???????????? ????
1．2
　　　　　　　　　　　　LI　WIC＝35％
1・°喚一眼＿　気中養生表層部
　　　　　　　＼
0．8　　　　　　　　　　　　　＼
0．6
0．4
0．2
0．0
一日一表乾（71）
一●一加水率＝30％（115）
一△一加水率＝50％（130）
一■一加水率＝70％（117）
　　0　　　　　　7　　　　　　14　　　　　21　　　　　28
　　　　　　　　　材齢（日）
図D・・6－4　モルタル部の全空隙量の経時変化
　　（Le，　WIC＝35％，気中養生　表層部）
D－7　採取位置が多孔質骨材コンクリートの全空隙量に及ぼす影響
曾800?
饗6°°
剥、。。?
蓄2°°
最　　0
Sg　WIC；35％～55％
　　常温養生
　材齢24時間
　　　　　　　　　　　口表乾骨材
　　　　　　　　　　　○加水率＝0％
　　　　　　　　　　　●加水率＝30％
　　　　　　　　　　　△加水率＝50％
　　　　　　　　　　　▲加水率＝100％
・　2・・　4・・　6・・　…蝦
内部モルタル部の全空隙量（㎜3／g）
奪800?
話…?
e　400
：ミ
姑　200?
?
0
WICニ35％～55％
気中養生
材齢14日
▲△
口表乾骨材
○カロ水率＝o°／，
●加水率＝30％
△加水率＝50％
▲加水率＝100％
0　　　　　　200　　　　　400　　　　　600　　　　　　800
内部モルタル部の全空隙量（㎜3／g）
図D－7－1採取位置とモルタル部の全空隙量の　図D－7－2　採取位置とモルタル部の全空隙量の
　　関係（Sg，材齢24時間，常温養生）　　　　　　関係（Sg，材齢14日，常温養生）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D－16
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付録D　骨材の含水状態がコンクリートの空隙特性に及ぼす影響
　（1）Sgコンクリート
　図D－7－1～図D－7・4は気中養生とした各材齢におけるSgコンクリートのモルタル部の内部と表層
部の全空隙量の関係を示したものである。これによると，材齢24時間では水和反応の初期であるこ
とから，ばらっきが大きい。また，材齢の進行に伴い，内部に比べ表層部の全空隙量が大きくなる傾
向がみられ，表層部では，水和反応に必要な水分が不足しているものと考えられる。なお，加水率に
よる明確な影響は確認されない。
愈800
Pt
繭…?
習4°°?
竺200?
　　0
WIC＝35％～55％
気中養生
材齢28日
口表乾骨材
○加水率；0％
一●加水率＝30％
△加水率＝50％
▲加水率＝100％
　　0　　　　　　200　　　　　400　　　　　600　　　　　800
　　　内部モルタル部の全空隙量（㎜3／g）
図D－7－3　採取位置とモルタル部の全空隙量の
　　　関係（Sg，材齢28日，気中養生）
勲800?
田圃600
9H
畑400e
?
．？’N200?
0
　　　Sg
WIC；35％～55％
　気中養生
　材齢91日
口表乾骨材
○加水率；0％
●加水率＝30％
△加水率＝50％
▲加水率＝100％
　　0　　　　　　　200　　　　　　400　　　　　　600　　　　　　800
　　　　内部　モルタル部の全空隙量（㎜3／g）
図D－7－4　採取位置とモルタル部の全空隙量の
　　　関係（Sg，材齢91日，気中養生）
　（2）Leコンクリート
　図D－7－5～図D－7－7は気中養生としたLeコンクリートの各材齢におけるモルタル部の内部と表層部
の全空隙量の関係を示したものである。これによると，材齢24時間では，水和反応の初期段階であ
ることから，全供空隙量のばらつきが大きく認められる。材齢7日以上では，Sgコンクリートと同
様に，材齢の進行に伴い，いずれの加水率としたコンクリートにおいても，内部に比べ表層部の全空
隙量は大きくなる傾向が確認できる。なお，材齢28日では，表乾骨材および加水率が最も大きい70％
の場合に，表層部と内部のモルタル部の全空隙量の違いは大きくなる傾向がみられる。
愈250?
謡2°°
雷15。?
讐1°°
ミ5。
品　　0
哩
??????
6△
■
??
ロ表乾
●加水率＝30％
△加水率＝50％
■加水率＝70％
§250?
謡2°°
灘15。?
曇’°°
S5。
最　0
　　　0　　　　50　　　　100　　　150　　　200　　　250　｛輝
　　内部モルタル部の全空隙量（1㎜3／g）　　　内部
図D－7－5採取位置とモルタル部の全空隙量の　　図D－7－6
　　関係（Le，材齢24時間，常温養生）
　LI
気中養生
材齢7日
△△
口表乾
●加水率＝30％
△加水率＝50％
■加水率＝70％
　　　50　　　　100　　　150　　　200　　　250
　　モルタル部の全空隙量（㎜3／g）
　採取位置とモルタル部の全空隙量の
関係（Le，材齢7日，気中養生）
D－17
付録D　骨材の含水状態がコンクリートの空隙特性に及ぼす影響
勲250?
話2°°
篇15。?
｛1　1°°
ミ5。
　　LI
気中養生
材齢28日
　　　　　　　　　　　　　　口表乾
　　　　　　　　　　　　　　●加水率＝30％
　　　　　　　　　　　　　　△加水率＝50％
　　　　　　　　　　　　　　■加水率＝70％
爺　0
　　　　0　　　　50　　　100　　　150　　　200　　　250
　　　内部モルタル部の全空隙量（㎜3／g）
図D－7－7　採取位置とモルタル部の全空隙量の
　　　関係Le，材歯令28日，気中養生）
D－18
